
　＜入居願（裏面）の書き方（記入例）＞

・

・

・

　

　

※ 自　宅 自宅外

希望する ・ 希望しない

　応募した入居選考において、入居が不許可になってしまった場合、時期が異なる募集に再度
　申込みすることが可能です。
　その場合、一度提出していただいた書類にて、再申込を行い、選考することとしますので、
　選考が不許可の場合の入居への再申込みについて、いずれかに◯をつけてください。

６　入居への再申込みについて

続柄
障
害
者

氏　　名 発　病　年　月　日 病　名　等

※国・
公・私

立 ※

※国・
公・私

立 ※ 自　宅 自宅外

在学学校名

千円千円

年齢 職業 勤務先 給与外所得

家
族
及
び
所
得

立

氏 名

５　家庭調書について（別紙「記入例」を参考に、申請時の状況を記入してください。）
就

学

者

以

外

（

未

就

学

児

含

む

）

　　父または母が死亡・生別した場合（該当するものに◯印を付し、記入してください。）
　　　　　　父　/　母　　　　　　死亡　/　離婚　　　　　　その年月（　　　　年　　　　月）

４　入居希望理由 （特に家計状況については、具体的に記入してください。）

就職
年月

給与収入続柄 氏 名

身体の都合で下層階の居室を希望する場合や身障者室を

　　　学生寮にはエレベーターはありません。

希望する場合は、その旨を入居願の空欄に明記してください。

続柄

自　宅 自宅外

学年 通 学 別

就

学

者

※国・
公・私

年齢

①「入居希望理由」欄

②「家族及び所得」欄

④「給与外所得」欄

⑤「障害者」欄

③

給与収入には、給料・賞与・専従者給与のほか、

年金(恩給・老齢年金・遺族年金等を含む)を含みます。

ア）所得証明書等の「給与収入金額」を記入してください。

イ）年金については、「所得証明書等」の

「公的年金収入額」を記入してください。

ウ）同一人で２種以上の収入があるときは、

合計金額を記入してください。

③「給与収入」欄

給与外所得欄には、営業所得、農業所得、その他の

職業所得、雑所得（利子配当・地代家賃・転作奨励金・

内職等）、臨時所得（退職金・保険金・資産譲渡等）を

記入してください。

ア）所得証明書等の各「所得金額」を記入してください。

イ）同一人で２種以上の給与外所得があるときは、

合計金額を記入してください。

本人及び家族に該当者がいる場合、病名等と発病年月

を記入してください。

ア）障害者手帳（写）も提出してください。

イ）３名以上該当者がいる場合は適宜欄を追加して

記入してください。

入居を希望する理由を、家計状況を中心に具体的に

記入してください。

ア）同居・別居を問わず、申請者と生計を同一にする人

全員を記入してください。

※独立生計を営む兄弟姉妹や、生計を同一にして

いない祖父母は記入しないでください。

※父母祖父母以外の同一生計者(未就学者・就学者
を除く)がいる場合は事前にお問い合わせください。

イ）「年齢」は、記入時現在の年齢を記入してください。

ウ）「職業」は、具体的に記入してください。

例：国家公務員、小学校教諭、会社員など

空欄にせず、主婦、無職等と必ず記入してください。

エ）「就職年月」は、記入時現在の職業に就いた年月を

記入してください。

自営業や農業の場合も必ず記入してください。

オ）「勤務先」は、○○商店、○○会社、

○○社○○営業所 などと詳しく記入してください。

カ）「父又は母が死亡・生別……」は、該当する場合のみ、
理由に○を付け、その年月を記入してください。

キ）「就学者」とは、以下に在学する人です。

・小学校

・中学校

・高等学校

・高等専門学校

・大学（大学院・専攻科・別科を含む。放送大学は

全科履修生・特修生に限る。）

・特別支援学校

・専修学校（高等課程・専門課程）

上記以外の人は、就学者以外の欄に記入してください。

なお、「在学学校名」の設置者（国・公・私立の別）

及び「通学別」は、該当するものに丸を付します。

入居願は、選考上の大切な資料ですので、この注意事項をよく読み、

申請時点の状態を記入してください。

記入すべきことが書かれていない場合や判読困難な場合等不備があ

る場合は、選考から除外します。

また、許可後、記入内容が事実と相違していることが判明した場合は、

その許可を取り消す場合がありますので、正確に記入してください。

④

①

②

⑤

選考が不許可だった場合、

希望する方は自動的に再度選考を行いますので、

いずれかに◯印をつけてください。

⑥「入居への再申込」欄

⑥
※


